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１
月
25
日
、
文
化
会
館
で
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
の
指
定
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
、
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
害
を
受
け
る

お
そ
れ
の
あ
る
区
域
の
調
査
を
進
め
て
お

り
、
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
「
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
」の
指
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

古
平
町
内
に
は
危
険
箇
所
が
40
箇
所
あ

り
、
28
年
９
月
に
行
っ
た
説
明
会
の
14
か

所
を
含
む
19
か
所
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、

今
回
は
新
た
に
２
か
所
が
指
定
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
対
象
に
な
る
方
や
、
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
行

動
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
と
は
、
町
内
の

土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
・
土
石
流
・
地
す

べ
り
）
危
険
箇
所
の
う
ち
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
く
詳
細
な
調
査
が
終
了
し
、

北
海
道
が
指
定
す
る
区
域
で
す
。

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
は
、
警
戒
区

域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
と
、
特
別
警
戒

区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

土
砂
災
害
は
、
雨
や
融
雪
で
地
中
の
水

分
が
増
し
て
地
盤
が
緩
み
、
更
に
長
雨
や

強
雨
が
続
い
た
と
き
に
発
生
し
ま
す
。
図

１
の
と
お
り
「
地
す
べ
り
」「
が
け
崩
れ
」

「
土
石
流
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

行政

　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１月 25 日実施の説明会（文化会館）

土砂災害警戒区域の居住者等を対象に説明会を実施！

土砂災害警戒区域等の指定が進む土砂災害警戒区域等の指定が進む
「自助」の考えのもと災害に対する備えを「自助」の考えのもと災害に対する備えを
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21
か
所
が
指
定　

　

古
平
町
内
に
は
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が

40
か
所
あ
り
ま
す
。（
平
成
26
年
３
月
に

全
戸
配
布
し
た
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
確

認
で
き
ま
す
。）
平
成
26
～
28
年
度
に
表

２
の
区
域
21
か
所
の
説
明
会
を
実
施
し
、

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
残
り
の
19
か
所
も
調
査
を
進
め

て
い
き
、
対
象
と
な
る
場
合
は
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
防
災

　
　
　

マ
ッ
プ
」
配
布
先
は
全
て
対
象

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
対
象
と
な
る

の
は
、
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
土

地
や
建
物
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

　

役
場
か
ら
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

指
定
に
関
す
る
説
明
会
の
案
内
」
や
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
防
災
マ
ッ
プ
」
が
郵
送

さ
れ
た
方
は
全
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
説
明
会
は
、
平
成
27
年
３
月
、
平

成
28
年
９
月
、
平
成
29
年
１
月
に
町
内
で

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
会
開

催
前
に
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
防
災
マ
ッ

プ
」
な
ど
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
北
海
道
後
志
総
合
振
興

局
小
樽
建
設
管
理
部
よ
り
土
砂
災
害
の
発

生
状
況
や
区
域
指
定
に
つ
い
て
、
町
の
防

災
対
策
係
よ
り
避
難
体
制
の
整
備
な
ど
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
雨
の
と
き
に
は
避
難
が
必
要
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
説
明
会
に
参

加
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
防
災
マ
ッ
プ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ソ
フ
ト
対
策
を
進
め
る

　

土
砂
災
害
は
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お

り
、
工
事
に
か
か
る
時
間
や
金
銭
的
な
問

題
か
ら
ハ
ー
ド
対
策
工
事
（
砂
防
え
ん
堤

な
ど
防
護
柵
の
建
築
等
）
は
追
い
つ
い
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
北
海
道
や
町
は
住
民

の
生
命
を
守
る
た
め
に
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
の
指
定
を
行
い
、
危
険
区
域
で
あ
る

こ
と
の
周
知
の
ほ
か
避
難
体
制
な
ど
を
整

備
す
る
ソ
フ
ト
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
平
成
31
年
ま
で
に
土
砂

災
害
危
険
箇
所
の
調
査
を
完
了
さ
せ
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

町
の
対
策

　

町
で
は
、
北
海
道
が
調
査
を
完
了
し
、

区
域
指
定
を
行
う
際
、
対
象
者
に
「
土
砂

災
害
警
戒
区
域
防
災
マ
ッ
プ
」
を
配
布

し
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
指
定
後
に

は
、
改
め
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
対

象
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
左
記
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
を
対

象
者
に
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
実
際
に
、
大
雨
注
意
報
・
警
報
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た

場
合
、
町
で
は
基
準
に
基
づ
い
て
避
難
準

備
情
報
や
避
難
勧
告
等
を
発
令
し
ま
す
。

大
雨
な
ど
の
際
に
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
気

象
情
報
の
ほ
か
町
の
防
災
無
線
か
ら
の
情

報
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
対
象
と
な
る

方
は
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
区
域
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、
事
前
に
避
難
す
る
体
制
を
整
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
に
限
ら
ず
、
町
で
も
災
害
へ

の
対
策
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
防
災
・
災

害
発
生
時
は「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

「
自
助
」
が
大
原
則
で
す
の
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
も
災
害
に
対
す
る
備
え
を
進
め
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
関
す
る
こ
と

　

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局

　

小
樽
建
設
管
理
部

　
　
　

☎
０
１
３
４-

54-

７
６
７
０

・
警
戒
避
難
体
制
に
関
す
る
こ
と

　

役
場　

企
画
課　

防
災
対
策
係

　
　
　

☎
42-

２
１
８
１

行政
　
　
　

　
　
　

　
　
　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　　　　　　　　　　　　　　　

対象者に配布している
「土砂災害警戒区域防災マップ」
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北
後
志
消
防
組
合
が
平
成
28
年
（
１
月

１
日
～
12
月
31
日
）
の
北
後
志
５
町
村
の

火
災
発
生
状
況
と
救
急
出
動
件
数
を
ま
と

め
ま
し
た
。
古
平
町
の
火
災
発
生
・
救
急

出
動
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

火
災
発
生
の
状
況

　

北
後
志
５
町
村
の
火
災
発
生
件
数
は
前

年
よ
り
３
件
少
な
い
14
件
で
（
表
１
参

照
）、
建
物
火
災
や
車
両
火
災
が
主
な
も

の
で
し
た
。

　

古
平
町
の
火
災
発
生
件
数
は
３
年
ぶ
り

に
減
少
し
、
前
年
よ
り
１
件
少
な
い
２
件

で
し
た
。
内
訳
は
、
住
宅
火
災
１
件
（
全

焼
）、
野
火
１
件
で
し
た
。

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、
火
の

取
扱
い
に
は

注
意
し
ま
し

ょ
う
。

救
急
出
動
の
状
況

　

北
後
志
５
町
村
の
救
急
出
動
件
数
は

同
組
合
発
足
以
来
過
去
最
多
と
な
る

１
６
７
７
件（
前
年
49
件
増
）で
し
た
。（
表

２
参
照
）
搬
送
人
数
は
１
６
０
２
人
（
前

年
44
人
増
）
で
し
た
。

　

古
平
町
の
救
急
出
動
件
数
は
、
２
０
１

件
（
前
年
16
件
増
）
で
、
過
去
５
年
間
で

２
番
目
に
多
い
件
数
で
し
た
。
搬
送
人
数

は
１
９
４
人
（
前
年

22
人
増
）
で
こ
ち
ら

も
過
去
５
年
間
で
２

番
目
に
多
い
人
数
で

し
た
。

　

近
年
、全
国
的
に
救
急
車
の
出
動
件
数
・

搬
送
人
数
は
と
も
に
増
え
て
お
り
、
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数
が
軽
症
と

い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

北
後
志
５
町
村
で
は
、
救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
人
の
う
ち
約
34
％
が
軽
症
で
、
古

平
町
で
も
35
％
が
軽
症
で
し
た
。（
図
１

参
照
）

　

緊
急
性
が
あ
り
本
当
に
救
急
車
が
必
要

な
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼

ん
で
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
緊
急
性
が
な

く
、
自
分
で
病
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る

症
状
の
場
合
は
、
一
般
の
交
通
機
関
を
利

用
す
る
な
ど
、
救
急
車
の
適
切
な
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

役場

救急車で搬送された人のうち救急車で搬送された人のうち
3535％％がが軽症軽症

救急車の適切な利用を救急車の適切な利用を
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国
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
１
月
、
全
国
の
中

学
２
年
生
と
小
学
５
年
生
を
対
象
に
行
っ

た
「
平
成
28
年
度
全
国
体
力
・
運
動
習
慣

調
査
（
全
国
体
力
テ
ス
ト
）」
の
結
果
を

公
表
し
ま
し
た
。

　

全
国
体
力
テ
ス
ト
は
、
子
ど
も
の
体
力

低
下
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
て
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
運
動
版
と
し

て
平
成
20
年
か
ら
８
種
目
の
実
技
テ
ス
ト

と
運
動
習
慣
に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ス
ト
の
古
平
町
の
中
学
２
年

生
の
結
果
を
、
３
年
前
の
小
学
５
年
生
の

時
の
結
果
と
比
較
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

１
週
間
の
総
運
動
時
間
と

　
　
　

「
体
力
合
計
点
」

　

今
回
の
調
査
で
も
全
国
的
に
、
１
週
間

の
総
運
動
時
間
が
長
い
方
が
「
体
力
合
計

点
」
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

古
平
町
の
中
学
２
年
生
は
、「
体
育
の

授
業
以
外
で
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て

い
る
」
男
子
・
女
子
が
と
も
に
１
０
０
％

で
、「
運
動
が
好
き
・
や
や
好
き
」
と
答

え
た
男
子
は
１
０
０
％
、
女
子
で
は
80
％

で
し
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
子
が
、「
運
動
」「
食

事
」「
睡
眠
」
が
健
康
の
た
め
に
必
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
古

平
町
の
中
学
２
年
生
は
男
女
全
員
が
１
週

間
の
総
運
動
時
間
が
７
時
間
以
上
で
、
全

道
・
全
国
で
７
時
間
以
上
運
動
し
て
い
る

割
合
と
比
較
す
る
と
、
男
子
（
全
道
79
・

３
％
、
全
国
85
・
５
％
）、
女
子
（
全
道

54
・
０
％
、
全
国
61
・
６
％
）
と
も
に
大

き
く
上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
か
ら

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
積
極
的
に
勧
め
ら
れ

た
り
、
家
族
と
一
緒
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
り
、
見
た
り
、
話
を
し
た
り
す
る

児
童
・
生
徒
の
方
が
、
総
運
動
時
間
が
長

い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
　
　

「
体
力
合
計
点
」
で
女
子
は

　
　
　

全
国
・
全
道
平
均
以
上

　

実
技
テ
ス
ト
を
点
数
化
し
た
「
体
力
合

計
点
」
で
、
古
平
町
の
男
子
は
、
全
道
又

は
全
国
平
均
以
上
の
種
目
が
３
種
目
あ
っ

た
も
の
の
持
久
走
で
大
き
く
下
回
っ
た
た

め
、
全
道
・
全
国
平
均
を
少
し
下
回
り
ま

し
た
。
女
子
は
、
８
種
目
全
て
に
お
い
て

全
道
又
は
全
国
を
上
回
り
、
体
力
合
計
点

で
も
、
全
道
を
６
・
78
ポ
イ
ン
ト
、
全
国

を
２
・
94
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
の
調
査
開
始
以
降
、
最
も
高

い
値
で
、
そ
の
中
で
「
握
力
」「
上
体
起

こ
し
」「
長
座
体
前
屈
」「
反
復
横
と
び
」

「
50
ｍ
走
」「
立
ち
幅
と
び
」
で
全
道
・
全

国
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

３
年
間
で
確
実

　
　
　

に
苦
手
を
克
服

　

過
去
の
結
果
か
ら
古
平

町
の
子
ど
も
は
「
握
力
」

は
全
道
・
全
国
を
上
回
り
、

や
や
劣
っ
て
い
た
柔
軟
性

の
「
上
体
起
こ
し
」「
長

座
体
前
屈
」
も
全
道
又
は
・

全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し

た
。
男
子
は
俊
敏
性
の

「
反
復
横
と
び
」「
50
Ｍ
走
」

「
立
ち
幅
と
び
」
に
つ
い

て
は
全
道
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
種
目
も
あ
り
ま
す

が
、
女
子
は
跳
躍
力
や
俊

敏
性
が
優
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
全
国
の
子
ど
も
と
比
較

す
る
と
や
や
劣
っ
て
い
る

状
況
で
し
た
が
、
男
子
の
持
久
走
を
除
い

て
、
今
年
は
男
女
と
も
に
全
道
・
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
種
目
が
多
く
、
そ
れ

以
外
で
も
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
　
　

地
域
や
家
庭
で
子
ど
も
と
一
緒

　
　
　

に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ

　
　
　

り
ま
し
ょ
う

　

中
学
生
は
体
育
系
部
活
動
や
少
年
団

活
動
で
、
小
学
生
は
少
年
団
活
動
の
ほ

か
、
学
校
で
走
力
や
持
久
力
を
高
め
る
た

め
、
休
憩
時
間
に
外
遊
び
を
促
す
ほ
か
校

内
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
大
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

縄
跳
び
検
定
の
実
施
な
ど
体
力
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
た
め
に
は
学
力

だ
け
で
な
く
体
力
も
必
要
で
す
。
教
育
委

員
会
で
は
学
校
と
連
携
し
、
家
庭
と
も
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
の

た
め
の
取
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

古
平
町
の
中
学
生
は
１
週
間
の
総
運
動
時
間

古
平
町
の
中
学
生
は
１
週
間
の
総
運
動
時
間

が
全
道
・
全
国
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す

が
全
道
・
全
国
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す

役場
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年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
（
保
険
料
納
付

済
等
期
間
）
が
10
年
に
短
縮

さ
れ
、 

こ
れ
ま
で
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

方
も
年
金
が
受
給
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

○
何
が
変
わ
る
の
で
す
か
？

　

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
を
、
25
年
か
ら

10
年
に
短
縮
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
年
金
を
受
け
取
れ

る
方
を
増
や
し
、
こ
れ
ま
で

納
め
て
い
た
だ
い
た
年
金
保

険
料
を
な
る
べ
く
多
く
の
方

に
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
対
象
者
は
誰
で
す
か
？

　

既
に
65
歳
以
上
の
方
で
、

　

ま
た
、
申
請
書
等
の
事
前
郵
送
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
郵
送
で
の
申
請
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
通
帳
・
保
険
証
や
免
許
証
な
ど

の
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

■
臨
時
窓
口

　

こ
れ
ま
で
の
給
付
金
と
同
じ
く
、
町
内

各
集
会
所
等
で
の
申
請
受
付
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
防
災
無

線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
役
場
民
生
課
福
祉
係
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

福
祉
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上

げ
（
５
％
か
ら
８
％
）
に
際
し
、
所
得
の

低
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
臨

時
的
な
給
付
措
置
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に

実
施
し
た
臨
時
福
祉
給
付
金
（
３
千
円
）

を
支
給
さ
れ
た
方
（
平
成
28
年
度
分
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
）

　

た
だ
し
、
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
は

除
き
ま
す
。

　

古
平
町
で
は
前
回
の
支
給
の
際
、
８
６

７
件
、
１
１
２
１
人
の
方
に
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
支
給
額

　

１
人
に
つ
き　

１
万
５
千
円

■
申
請
受
付
及
び
支
給
時
期

　

３
月
22
日
か
ら
６
月
22
日
ま
で
申
請
を

受
付
け
、
支
給
開
始
は
４
月
下
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
に
記

載
し
て
い
る
必
要
な
も
の
を
持
参
の
う
え
、

役
場
民
生
課
福
祉
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

臨
時
福
祉
給
付
金　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

が
支
給
さ
れ
ま
す
！

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
が

10
年
以
上
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
対

象
者
の
方
に
は
平
成
29
年
２
月
末
～
平
成

29
年
７
月
ま
で
の
間
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
年
金
請
求
書
」
を
順
次
お
送
り
す
る

予
定
で
す
。

○
手
続
き
は
必
要
で
す
か
？

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金
請
求
書
」

が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
必
要
書
類
と
併
せ
て
お
近
く
の
年

金
事
務
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
い
つ
か
ら
受
給
で
き
ま
す
か
？

　

既
に
65
歳
以
上
の
方
で
、
保
険
料
納
付

済
等
期
間
が
10
年
以
上
の
方
は
、
平
成
29

年
９
月
分
を
10
月
に
ご
指
定
の
口
座
へ
年

金
を
お
振
込
み
し
ま
す
。（
以
降
、
２
か

月
分
を
偶
数
月
に
お
支
払
い
し
ま
す
）

○
受
給
で
き
る
年
金
額
は
ど
う
な
り
ま
す

か
？

　

年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
保

険
料
を
納
め
た
期
間
が
長
け
れ
ば
そ
れ
だ

け
年
金
額
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

民
年
金
の
後
納
制
度
や
任
意
加
入
に
よ

り
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

厚
生
労
働
省　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

05-

１
１
６
５

お知らせ

年金をあきらめていた皆さんへ年金をあきらめていた皆さんへ
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住
民
票
の
住
所

の
異
動
届
（
転
出

届
・
転
入
届
・
転

居
届
な
ど
）
は
、

国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
選
挙

人
名
簿
へ
の
登
録

な
ど
に
つ
な
が
る

大
切
な
手
続
き
で

す
。

　

住
民
の
皆
様
に
送
付
さ
れ
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」、
身
分
証

明
書
と
な
る「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）」
の
住
所
は
、
最
新
の

も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
区
町
村
窓
口
で
の
正
確
な
住
所
の
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
法
律
上
の
義

務
で
す
。）

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
に
よ
る
引
越
し

で
、
住
所
を
異
動
さ
れ
る
方
は
、
住
民
票

の
異
動
の
届
出
（
転
出
届
・
転
入
届
・
転

居
届
等
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町
村
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）

　

こ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知

カ
ー
ド
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）」「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
の
住
所
変
更
の
届
出
も
お
忘
れ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
正
当
な
理
由
が

な
く
住
民
票
の
異
動
の
届
出
を
し
な
い
場

合
、
５
万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

戸
籍
年
金
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

　

12
月
22
日
に
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
４
０
０

０
日
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、２
月
３
日
、

北
海
道
か
ら
古
平
町
へ
感
謝
状
が
、
北
海

道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
か
ら
町
の
交
通

安
全
推
進
委
員
会
へ
表
彰
状
と
盾
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
町
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
平

成
18
年
１
月
９
日
に
国
道
の
ト
ン
ネ
ル
内

で
起
き
て
以
来
、
現
在
ま
で
11
年
１
か
月

起
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

伝
達
式
は
役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
、
本

間
町
長
は
後
志
総
合
振
興
局
の
橋
本
局
長

よ
り
感
謝
状
な
ど
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

本
間
町
長
は
「
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
町

外
か
ら
古
平
町
へ
来
ら
れ
る
方
に
も
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る
よ
う
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ 　
　
　

　
　

 

４
０
０
０
日
達
成
！

引越しの際は引越しの際は

住所の異動手続きを忘れずに！住所の異動手続きを忘れずに！

お知らせ 情報

○
通
知
カ
ー
ド（

お
も
て
面
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
お
も
て
面
）

橋本振興局長から感謝状を受取る本間町長
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古平小学校１日入学

19人が小学校の雰囲気を体験
　４月から小学１年生となる子を対象とした「１日入学」が２月２日、古
平小学校で行われ、１９人の子どもが授業や給食試食で小学校の雰囲気を
体験しました。
　授業では、現１年生が小学校の校歌を歌い紹介したほか、「図画工作」
の授業として新１年生と一緒に画用紙に絵を描き「凧」をつくって交流し
ました。
　給食試食では、スパゲティやサラダなどを保護者と一緒に味わい、嫌い
なものがある子どもも残さないようにと頑張って食べていました。
　新１年生の田口絃夏さんは「１日入学がとても楽しかったので、早く小
学校へ行きたくなりました」と話してくれました。

「図画工作」の授業体験と給食の試食

２

２

茂
しげ

野
の

　来
くる

海
み

さん

★国語の勉強をがんばり

　たい

佐
さ

藤
とう

　優
ゆう

真
ま

くん

 ★算数の勉強をがんばり

　 たい

桐
きりさわ

澤　花
か の ん

音さん

★友達をつくりたい
猪
いのまた

股　烈
れ っ か

火くん

 ★勉強をがんばりたい

もうすぐ１年生 !!もうすぐ１年生 !!
　４月から１年生になる19人に、１年生　４月から１年生になる19人に、１年生

になったら何を頑張りたい？何が楽しになったら何を頑張りたい？何が楽し

み？と尋ねました。み？と尋ねました。

町の出来事 町民紹介
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渡
わたなべ

邉　もなさん

★図工の勉強をがんばり
たい　　　　　　　

吉
よし

田
だ

　健
けんざぶろう

三郎くん

★勉強をがんばりたい
八
や

幡
はた

　颯
そ う た

太くん

★勉強をがんばりたい　

　　　

茂
も き

木　悠
は る ま

真くん

★図工の勉強をがんばり
たい　　　　　　　

本
ほん

間
ま

　望
も あ

愛さん

★勉強をがんばりたい
堀
ほり

 　蓮
れん

くん

★勉強をがんばりたい
堀
ほり

　葵
あ お い

生くん

★宿題をがんばりたい

人
ひと

見
み

　優
ゆう

花
か

さん

 ★給食がたのしみ
野
の

上
がみ

　ひなたさん

★勉強をがんばりたい
中
なかむら

村　瑠
る い

依くん

★勉強をがんばりたい
丹
たん

後
ご

　歩
あ ゆ と

翔くん

★勉強をがんばりたい

立
たてしま

島　海
か い り

莉さん

★勉強がたのしみ
田
た

口
ぐち

　絃
い と か

夏さん

★給食がたのしみ
瀧
たき

野
の

　登
のぼる

くん

★跳び箱をがんばりたい
髙
たかがわ

川　浬
り や

椰さん

★給食がたのしみ

町民紹介



10　広報ふるびら　2017. 3

古平国際交流協会がもちつきパーティー開催

留 学生と日本の伝統行事を楽しむ
　１月22日、文化会館で、古平国際交流協会（浅野恵子会長）が主催す
る「もちつきパーティー」が開かれました。
　北大で学ぶ留学生やＡＬＴを招いて毎年行っているもので、日本の正月
の風情を感じながら交流を深めています。今回はベトナムやインドなど３
か国から４人の留学生と町民やＡＬＴ56人が参加。浅野会長は「皆さん
交流しながら日本の伝統行事を楽しんでほしい」とあいさつをしました。
　昔ながらの臼と杵を使った餅つきでは、参加者全員が交代で杵を振り上
げ、つきたての餅を雑煮やお汁粉で味わったほか、羽つきや凧揚げなどの
日本の伝統的な遊びを楽しみました。
　ベトナム出身のファム・タイ・トク・ウェンさんは「古平に来れてうれ
しい。もちつきは杵がとても重たくて大変でした」と話してくれました。

上段：もちつきを楽しむ参加者たち
下段：民族衣装を着て（写真左から２人目）
　　　お国紹介をする留学生

１

22

古平消防が冬季救助訓練を実施

雪 崩に巻き込まれた車両を救助
　北後志消防組合古平支署は、２月８、９日の２日間、冬季の車両事故を
想定した救助訓練を行いました。
　訓練は、走行中の自動車が雪崩に巻き込まれた想定で、車内に閉じ込め
られた運転手を救助するというもの。必要な機材を携行した救助隊員が雪
に埋まった車両を掘り出し、要救助者を助け出して保温措置などをし、救
急車へ収容しました。
　救助訓練に引続き車両同士の衝突事故などにより車内に人が閉じ込めら
れているという想定で車両の破壊訓練も行いました。隊員は一つひとつの
動作に声を出しながら作業方法を再確認しました。
　中島支署長は「消防隊員のスキルアップのために今後も訓練を行ってい
きたい」と話しました。

２

8･9

上段：雪崩に巻き込まれた車両・
　　　要救助者の救助訓練
下段：車両の破壊訓練

町の出来事
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幼児センター節分の会

豆 まきで悪い鬼を退治
　２月３日、幼児センターで、節分の由来や意味を知り、
会の雰囲気を楽しむことを目的に、節分の会が行われまし
た。
　会では担当保育士が「悪い鬼を退治して、みんなが元気
いっぱいになるように願いをこめて豆まきをします」と節
分の由来を説明した後、クラスごとに作成した鬼のお面の
“上手にできたところ”などを発表。年長のたいよう組の
子どもは迫力のある怖いお面を、年少のほし組の子どもは
かわいいお面を作っていました。その後、「まめまき」の
歌を全員で歌うと赤鬼が登場。泣き虫鬼やおこりんぼ鬼な
どの体の中にいる悪い鬼を追い出すために豆まきを行い、
年の数だけ豆を食べました。
　たいよう組の堀葵生くんは「鬼のお面は上手にできた
し、豆まきも楽しかったです」と話してくれました。

古平町食生活改善推進員会が男性の料理教室開催

男 性の食生活の自立を支援
　２月14日、文化会館で、古平町食生活改善推進員会が
男性の料理教室を開きました。同会が男性の自立のために
少しでも役立ててもらおうと毎年開催しています。斎藤睦
子会長は「栄養がたくさん取れる簡単な料理４品を作りま
す。楽しみながら料理をしてほしい」とあいさつ。
　参加した12人は、食生活改善推進員４人に調理の手順
や食材の切り方などを確認し、「豆乳鍋」と「にしんの一
夜干し」など４品を作りました。
　調理に慣れた参加者も多く、料理はおおよそ１時間で完
成し、全員で試食し交流を深めていました。

余市法人会古平地区会と青年部会が寄附

小 学校児童へ辞典などを贈呈
　２月10日、小学校で、公益社団法人余市法人会古平地
区会（福津隆範会長）と同法人会青年部会（吉田裕部会
長）が同校児童へ辞典等を贈る贈呈式が行われました。納
税意識の向上と健全な企業経営を目指している古平地区会
が、社会貢献活動の一環として、平成８年から毎年実施し
ています。
　福津会長は「皆さんが大きくなったら町に貢献してほし
いという願いをこめてプレゼントを用意しました」とあい
さつ。今年は、１年生へ「防犯ブザー」、６年生へ「英
和・和英辞典」と「文具セット」が贈呈されました。
　児童を代表して６年生の西内隆斗くんは「もらった辞典
を大切に使っていきたいです」とお礼の言葉を述べていま
した。

豆まきで鬼を追い出す子どもたち

青年部吉田会長から辞典等を受取る児童

10
2

14
2

手順を確認しながら料理する参加者

3
2

その他の出来事
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自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登
録

に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

左
の
よ
う
な
場
合
に
該
当
す
る
方
は
、

運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

　

（
抹
消
登
録
）

　

平
成
29
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書

を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
、

札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
の
住

所
変
更
手
続
き
が
可
能
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
　

☎
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
７

　

道
税
Ｈ
Ｐ

　
　

http://www.pref.hokkaido.lg
.

　
　

j
p
/
s
m
/
z
i
m
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m

　

余
市
警
察
署　

警
務
課　

　
　

☎
22-

０
１
１
０

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及
び
申
告
書

の
受
付
は
、
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
で
す
。

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

(https://www.keisan.nta.go.jp/)

で
作
成
し
、
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
方
法
な
ど
に

関
す
る
ご
質
問
は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク（
☎
０

５
７
０-

01-

５
９
０
１
）へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。）

　

税
務
署
な
ど
の
確
定
申
告
会
場
に
お
越

し
の
際
に
は
、「
前
年
の
申
告
書
控
え
」、

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
及
び
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
す
る
方
や
扶
養
親
族
の
方
な
ど

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告

書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
者
ご
本
人

の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添

付
が
必
要
で
す（
控
除
対
象
配
偶
者
、扶
養

親
族
及
び
事
業
専
従
者
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
は
不
要
で
す
）。

○
本
人
確
認
書
類
の
例

　

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

例
２　

通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
、

　
　

公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

◆
確
定
申
告
会
場
開
設
の
お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し

ま
す
。
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
午
後
４
時
頃
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
が
混
雑
し
て

い
る
場
合
に
は
、
受
付
を
早
め
に
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
会
場　

余
市
税
務
署　

３
階

○
期
間　

平
成
29
年
２
月
16
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
15
日

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
祭
日
除
く
）

○
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

２
月
15
日
以
前
は
、
確
定
申
告
会
場
を

開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
の
ご

相
談
は
、
申
告
会
場
を
開
設
す
る
２
月
16

日
以
降
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
必
要

な
書
類
の
ご
確
認
な
ど
は
、
お
電
話
で
も

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署　

☎
22
‐
２
０
９
３

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
受
験
資
格

　

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
～

　
　

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

・
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

　
　

者
で
大
学
を
卒
業
し
た
な
ど
別
に
定

　
　

め
る
者　

○
申
込
受
付
期
間

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

３
月
31
日
（
金
）
午
前
９
時
～

　
　

４
月
12
日
（
水
）
〔
受
信
有
効
〕

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　
　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.　

　
　

go.jp/　

juken.html

○
第
１
次
試
験　

６
月
11
日
（
日
）

　

・
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験
（
多
肢

　
　

選
択
式
及
び
記
述
式
）

○
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

７
月
４
日
（
火
）
午
前
９
時

○
第
２
次
試
験　

７
月
12
日
（
水
）
～

　

７
月
19
日
（
水
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

　

・
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

○
最
終
合
格
者
発
表
日　

８
月
23
日（
水
）

　

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

・
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　
　

☎
０
１
１-

２
３
１-

５
０
１
１

　
　
　

（
内
線
２
３
１
５
）

　

・
余
市
税
務
署　

☎
22
‐
２
０
９
３

　

６
月
の
札
幌
の
街
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
は

「
市
民
参
加
型
の
祭
り
」
で
す
。
そ
こ
で
、

祭
り
の
審
査
員
を
「
市
民
審
査
員
」
と
し

て
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
内
容　

審
査
員　

１
３
０
名

○
活
動
時
間

　

６
月
10
日
、
11
日
の
い
ず
れ
か
１
日

○
募
集
期
間

　

３
月
１
日
～
４
月
21
日 

締
切
日
必
着

　

※
応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は

　
　

抽
選
。
抽
選
結
果
は
５
月
上
旬
。

◇
お
問
合
せ
・
応
募
方
法

　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
込
む
か
、
応
募
用

紙
を
電
話
で
取
り
寄
せ
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

等
で
応
募
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
募
集
の
お
知
ら
せ

第
26
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り 

市
民
審
査
員
の
募
集

情報
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般
・
歯
科
・
薬
剤
）を
募
集
し
ま
す
。

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
左
記
へ

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所　

　
　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

　

北
海
道
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
試
験
は
年
２
回
実
施
さ
れ
ま
す
。
採

用
試
験
・
施
設
見
学
・
業
務
内
容
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
警
察
署　

警
務
課　

　
　

☎
22-

０
１
１
０

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

最
寄
の
都
道
府
県
労
働
局
又
は
労
働
基
準

監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

・
小
樽
労
働
基
準
監
督
署

　
　

☎
０
１
３
４-

33-

７
６
５
１

　

・
北
海
道
労
働
局

　
　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

３
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
、
30
分
ま
で
で
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

福
祉
係　

　
　

☎
42-

２
１
８
１

○
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）、
予
備
自
衛
官

　

（
一
般
・
技
術
）、一
般
幹
部
候
補
生（
一

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

　

委
員
会　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２

　

丁
目
北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー 

４
階

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
１
１-

２
３
１-

４
３
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
１
１-

２
３
３-

４
３
５
１

　

Ｅ
メ
ー
ル 

　
　

sinsa@yosakoi-soran.jp

　

Ｈ
Ｐ http://www.yosakoi-soran.jp

　

地
域
の
方
々
が
、
が
ん
の
予
防
・
治
療

等
の
こ
と
を
知
り
、
が
ん
を
身
近
な
病
気

と
と
ら
え
、
が
ん
に
か
か
っ
て
も
、
安
心

し
て
住
み
な
れ
た
地
域
で
療
養
を
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
29
年
３
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

○
場
所　

ホ
テ
ル
第
一
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　

（
倶
知
安
町
）

○
対
象　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

　
　
　
　

ま
す　

※
参
加
費
無
料

○
内
容

　

・
講
演
「
患
者
が
望
む
が
ん
対
策
」
～

　
　

全
国
で
２
番
目
に
高
い
死
亡
率
を
下

　
　

げ
る
た
め
に
～　

近
藤
啓
史
氏　

北

　
　

海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
院
長

　

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

テ
ー
マ「
住
み
な
れ

　
　

た
地
域
で
療
養
を
続
け
る
た
め
に
」

　
　

医
師
２
名
、
訪
問
看
護
師
、
介
護
支

　
　

援
専
門
員

◇
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

　

・
岩
内
保
健
所　

　
　
　

☎
０
１
３
５-

62-

１
５
３
７

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

第
３
回
後
志
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

北
海
道
警
察
官
の
募
集

□
２
月
１
日
付
※
（　

）
は
前
職

【
企
画
課
】

▼
企
画
課
長
兼
防
災
対
策
係
長
兼
企
画

調
整
係
長
（
企
画
課
長
兼
防
災
対
策
係

長
）
細
川
正
善　

【
財
政
課
】

▼
財
政
係
長（
企
画
課
企
画
調
整
係
長
）

人
見
完
至

町
職
員
の
人
事
異
動

　

・
倶
知
安
保
健
所　

　
　
　

☎
０
１
３
６-

23-

１
９
５
２

　

・
倶
知
安
厚
生
病
院
地
域
医
療
連
携
室

　
　
　

☎
０
１
３
６-

23-

２
１
８
５

　

後
志
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
る
、

後
方
羊
蹄
山
（
シ
リ
ベ
シ
ヤ
マ
）
と
そ
の

周
辺
地
域
は
、
地
質
の
影
響
に
よ
る
水
資

源
の
豊
か
さ
や
、
様
々
な
植
生
、
又
そ
れ

に
伴
う
開
拓
の
歴
史
に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
持
っ
た
、
特
異
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
地
域
資
源
を
再
認
識
し
、
更
な
る

発
展
の
た
め
、
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
29
年
３
月
４
日

　
　
　
　

午
後
３
時
～

○
場
所　

倶
知
安
商
工
会
議
所　

　
　
　
　

１
階
大
ホ
ー
ル

○
申
込
み　

左
記
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い

◇
お
問
合
せ
先

　

後
志
総
合
振
興
局
小
樽
建
設
管
理
部
建

　

設
行
政
室
建
設
指
導
課（
ま
ち
づ
く
り
）

　
　

☎
０
１
３
６-

23-

１
３
６
５

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ

れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

羊
蹄
山
麓
広
域
景
観
・
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済
に

つ
い
て

各
種
自
衛
官
等
の
募
集

情報
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今
回
は
、
文
化
会
館

図
書
室
に
あ
る「
年
史
・

総
覧
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

年
史
と
は
、
主
に
、

団
体
が
自
ら
の
歴
史
を

ま
と
め
た
刊
行
物
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
覧
と
は
、

あ
る
事
に
つ
い
て
す
べ

て
わ
か
る
よ
う
に
ま
と

め
た
書
物
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。

　

こ
の
年
史
・
総
覧
で

す
が
、
一
般
に
は
流
通

し
て
い
な
か
っ
た
り
、

高
価
な
も
の
が
多
か
っ

た
り
す
る
の
で
、
普
段

は
な
か
な
か
目
に
す
る

機
会
が
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
っ

た
も
の
を
無
料
で
手
に

取
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
図
書
館
の
い
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
文
化
会
館
図

書
室
に
お
越
し
に
な
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
化
会
館
図
書
室

★
開
室
日
時　

月
～
金
曜
日

　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

 
（
司
書
…
木
曜
日
午
後
と

　
　
　
　

金
曜
日
）

★
貸
出
冊
数　

　
　

１
人
５
冊
ま
で 

★
貸
出
期
間　

２
週
間

◇
お
問
合
せ
先

　
　

町
教
育
委
員
会

　
　
　

☎
42
ー
２
５
９
０

今では、コンサート会場としての
イメージも強くなってきているか
もしれませんが、日本武道の普及
奨励、大道場としての役割を担っ
てきた日本武道
館の５０年の歴
史を垣間見るこ
とができます。

日本武道館５０年史日本武道館５０年史

これまで、明治時代から日本で流
通してきた紙幣の歴史を見ること
ができます。紙幣の細かな部分ま
で確認できるカラー写真は興味深
いものとなって
います。

北海道新聞社が設立された１９４
２年からの７０年間を、時代の移
り変わりとともに追うことができ
ます。北海道新聞
社が過去に報じた
歴史的な出来事の
記事や新聞制作の
裏側などが載って
います。

日本近代　紙幣総覧日本近代　紙幣総覧

北の大地とともに北の大地とともに
北海道新聞 70年史北海道新聞 70年史

　

株
式
会
社
福
津
組
（
福
津
隆
範
代
表
取

締
役
社
長
）
が
２
月
７
日
、
高
橋
は
る
み

北
海
道
知
事
よ
り
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
建
設
雇
用
改
善
優
良
事
業
所
）
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
建
設
雇
用
改
善

優
良
事
業
所
）
は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用

改
善
及
び
建
設
業
に
従
事
す
る
季
節
労
働

者
の
通
年
雇
用
推
進
の
た
め
の
環
境
整
備

に
積
極
的
に
取
組
み
、
そ
の
成
果
が
み
ら

れ
る
事
業
所
に
授
与
さ
れ
ま
す
。
平
成
28

年
度
は
福
津
組
を
含
め
道
内
で
３
社
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
津
組
は
、
従
業
員
の
各
種
資
格
取
得

に
向
け
た
研
修
会
へ
の
参
加
奨
励
、
短
時

間
勤
務
制
度
や
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
導
入
の

ほ
か
、
季
節
労
働
者
の
技
能
講
習
受
講
を

通
し
て
の
能
力
向
上
や
冬
季
の
雇
用
延
長

な
ど
に
取

組
ん
だ
成

果
が
認
め

ら
れ
今
回

の
受
賞
と

な
り
ま
し

た
。

福
津
組

北
海
道
社
会
貢
献
賞

文化会館図書室にある

「年史・総覧」

情報
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古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

海
に
出
て
吹
雪
は
海
に
呑
ま
れ
け
り　
　

雪
降
ら
す
雲
の
重
さ
に
耐
へ
る
街

　

渡　

辺　

嘉　

之

来
し
方
を
思
い
集
む
る
去
年
今
年　
　
　

未
だ
誰
も
通
ら
ぬ
道
に
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
時
化
の
日
の
漢
ら
船
の
雪
を
掻
く　
　
　

除
雪
車
の
浅
き
夢
路
を
砕
き
け
り

　

室　

谷　

弘　

子

ぶ
か
ぶ
か
の
深
沓
履
い
た
記
憶
あ
り　
　

沿
道
の
巨
岩
に
分
厚
崖
氷
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
子

　

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

雪
掻
き
は
楽
で
は
な
い
が
跳
ね
と
ば
し
元
気
に
生
き
る
そ
れ
が
悦
び　
　

泉　
　
　

清　

三

窓
の
外
白
一
色
の
冬
景
色
松
の
小
枝
は
雪
の
揺
り
籠　
　
　
　
　
　
　
　

金　

子　

寿　

子

降
り
し
き
る
雪
は
街
並
白
く
染
め
外
灯
き
ら
め
く
師
走
の
道
よ　
　
　
　

坂　

本　

信　

子

窓
ガ
ラ
ス
に
星
の
形
の
切
り
絵
張
り
一
人
聖
夜
の
曲
く
ち
ず
さ
む　
　
　

鈴　

木　

時　

子

新
年
の
鳥
居
に
届
く
陽
の
光
い
つ
も
と
違
ふ
そ
の
光
る
色　
　
　
　
　
　

田　

中　

香　

京
都
の
市
の
寺
社
の
紅
葉
真
っ
盛
り
銀
杏
の
黄
葉
の
良
き
龍
安
寺　
　
　

寺　

田　

カ
ツ
子

部
屋
中
に
新
茶
の
香
り
漂
は
せ
朝
食
の
後
し
ば
し
く
つ
ろ
ぐ　
　
　
　
　

小
山
内　

い
お
子

　

西
日
本
の
記
録
的
豪
雪
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
中
、
当
地
域
に
お
け
る
降
雪
量
が
極

端
に
少
な
い
怪
？
進
撃
が
続
い
て
い
る
。

（
２
月
15
日
現
在
、
降
雪
累
計
４
７
８
㎝
）

…
…
降
り
始
め
の
ド
カ
雪
に
は
少
し
驚
か

さ
れ
た
も
の
の
、
１
月
だ
け
の
降
雪
累
計

で
は
１
７
３
㎝
（
昨
年
３
１
３
㎝
）
と
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、
２
月
に
入
っ
て
か

ら
も
今
日
（
２
月
15
日
）
ま
で
41
㎝
と
更

に
少
な
く
、
雪
か
き
の
楽
さ
に
喜
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
雪
の
深
さ
は

１
１
５
㎝
と
昨
年
よ
り
38
㎝
も
上
回
っ
て

お
り
、
融
け
に
く
い
の
も
際
立
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。　

た
だ
、
昨
年
２
月
の
下
旬

は
連
日
の
降
雪
で
１
ｍ
以
上
降
っ
て
お

り
、
今
年
も
こ
れ
か
ら
寒
波
の
到
来
が
予

想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
広
報
が

配
布
さ
れ
る
頃
に
は
状
況
が
変
わ
っ
て
い

る
か
も
…
…
？　

い
ま
、
世
の
中
あ
ま
り

に
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
多
く
、
出
来
る
こ
と

な
ら
「
普
通
」
の
方
が
い
い
と
思
う
の
は

私
だ
け
だ
ろ
う
か
！

古
平
町
長　

本
間　

順
司

町
長
室
か
ら

情報 投稿

◇
３
月
５
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

  　
　
　
　
　
　

  

（
☎
48-

５
０
０
０
）

◇
３
月
12
日
（
日
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
21-

５
５
６
６
）

◇
３
月
19
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

３
９
８
９
）

◇
３
月
20
日
（
月
）

　

北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
23-

５
５
３
３
）

◇
３
月
26
日
（
日
）

　

佐
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

７
０
０
１
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

　

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　
　

整
形
外
科

３
月
の
休
日
当
番
病
院
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平
成
29
年
２
月
24
日
発
行
第
４
９
６
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
企
画
課
広
報
統
計
係

　

古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４　

☎（
代
）
42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/
/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）毛
利
印
刷

広
報  

ふ
る
び
ら 

３
月
号

　２月４日、町内の国道２２９号線沿いの空き地で「ふるびら雪あかり」が行われました。主催は、
地域の自然や文化を学びながら交流することを目的に町民約２０人で昨年から活動している「手をつ
なぐ仲間の会（中野啓一会長）」です。
　会場では、会員や小学生が事前に作った約２００個のスノーキャンドルやワックスボウルに火が灯
され、町民たちは会から振る舞われたココアなどを飲みながらキャンドルの暖かい光を楽しみました。
　中野会長は「冬のイベントが少ないので、少しでも子どもたちに楽しんでもらえればと思い行いま
した。今年に限らず毎年続けていきたいです」と話しました。

前月比

人　口 3,190人 （ー３）

男 1,514人 （ー１）

女 1,676人 （ー２）

世帯数 1,786世帯 (ー６）

外国人 　 42人 （ー１）

男     2人 ( ０ ）

女    40人 （ー１）

町の人口と世帯数

（平成28年１月末日現在住民基本台帳人口）

白
石　

和
夫

北
浜　
　

哲

小
林　

德
治

戸
田　

妙
子

小
野
原
ミ
ヨ

片
山　

澄
子

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

87
歳

67
歳

79
歳

83
歳

87
歳

86
歳

年
齢

２
・
４

１
・
29

１
・
24

１
・
22

１
・
20

１
・
16

死
去
月
日

浜　

五

旭　

町

清　

住

港　

町

本　

町

沖　

町
町
内

田た

口ぐ
ち　

幸さ
ち

歩ほ     

横よ
こ
や
ま山　

 

颯
は
や
て        

氏　
　

名

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

ちゃ
ん

ちゃ
ん

１
・
27

１
・
22

生
年
月
日

晴
也 涼 保

護
者さ

ん
さ
ん

沢
江
町

浜　

五
町
内

ふ
る
び
ら

雪
あ
か
り

町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は２月に誕生日を
迎えた子どもです。

住民紹介・くらし


